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現代美術作品の展示中止・撤去を読み解く

講師プロフィール

現代美術作家を目指す学生として1970年代半ばを過ごし、その後、
一鑑賞者として現代アートをウォッチするとともに、独学でその
理論の勉強を続ける。一方、3年ほど前までは国家公務員として、
放送法という日本で唯一の言論法制の事務に長年携わってきた。
その二足のわらじの体験が、憲法第21条「言論・報道・表現の自
由」という点で交差していることに気づき、以来、この分野を考
察している。 
Twitter @forimalist 

会場

お申し込み

東京メトロ銀座線末広町駅4番出口より徒歩1分/東京メトロ千代田線湯島駅6番出
口より徒歩3分/都営大江戸線上野御徒町駅A1番出口より徒歩6分/JR御徒町駅南口
より徒歩7分/JR秋葉原駅電気街口より徒歩8分/JR御茶ノ水駅聖橋口より徒歩15分

ウェブサイト上の申し込みフォームよりお申し込みください。 
https://www.art-society.com

定員｜30名（先着順） 

参加費｜1,000円（参加者全員にSEA専門マガジン『ア・ブレイド・  
                                                                                         　　オブ・グラス』 日本語版冊子(A4・42ページ)進呈） ※いただいた個人情報は適切に責任を持って管理いたします。

あいちトリエンナーレ2019で「表現の不自由展・その後」が展示中止となったことをきっかけ

に、憲法で保障された表現の自由と芸術作品／芸術を提示する空間について、さらには芸術文

化活動に対する公的支援の是非について、さまざまな視点から議論が百出しています。 

社会に関わるアート活動を支援し、人々の創造的環境の充実に寄与することをミッションとす

るアート＆ソサイエティ研究センターでは、今回の出来事を表現の自由をめぐる衝突の歴史の

中でとらえ、具体的な事例を紹介することによって今日の民主主義社会におけるアートの在り

方を考えるためのレファレンスを提供する、緊急レクチャーを実施いたします。

武藤祐二｜Yuji Muto 

主催

NPO法人アート＆ソサイエティ研究センター 
110-0005 東京都台東区上野3-13-9原田ビル201 
info@art-society.com

8月3日、あいちトリエンナーレ2019の「表現の不自由展・その後」展が不当な圧力を受け、わずか3日間で展示中止
となりました。しかし、これは突然起こった出来事ではありません。その予兆ともいえる事例はすでに10年前から
多発していたのです。そうした、近年続発する現代美術作品の撤去、展示中止等の事例を取り上げ、その経緯、理由
は何だったのか、その背景には何があるのかを探ります。 
また、今回の「表現の不自由展・その後」に関しては、多くの識者がコメントを発信しています。それらを整理する
と、本件は単なる表現の自由の問題だけにとどまることなく、多面的に読み解く必要があることがわかります。アー
ティスト、自治体、キュレーター、鑑賞者などさまざまな関係者がそれぞれの立場から、どうしたらこの難問に立
ち向かうことができるのか。この機会に、それを考えるための基本認識を共有したいと思います。 

アーツ千代田3331 地下1階マルチスペース(B105) 
東京都千代田区外神田6丁目11-14 

緊急レクチャー 

講師｜武藤祐二［現代美術史研究者］ 
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